
２.４ カッター回転不能（閉塞）時の対応 

2.4.1 第 23 回東京外環トンネル施工等検討委員会で確認された再発防止対策 

 

 

 

 

2.4.2 大泉側本線（南行）シールドトンネル工事での対応状況 

今回の掘進区間においては、カッター回転不能となる事象は発生していない。万が一カッター回転不能（閉塞）時の対応が必要となった場合は、安全のために必要な措置を実施した上で、掘進を

一時停止し、緊急対策チームを編成した上で、原因究明と地表面に影響を与えない対策を十分に検討する。また、閉塞解除後の地盤状況を確認するために、必要なボーリング調査等を実施などの対

応をしていく。 

なお、地中壁の鋼材接触時の対応状況については、次項「2.5 再発防止対策を踏まえた掘進管理」に記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ カッター回転不能（閉塞）時の対応 

前記１－１、１－２、１－３によりチャンバー内土砂の塑性流動性を改善させることでカッター回転不能を生じさせないよう対策を講じるが、万が一閉塞事象が発生した場合には、掘進を一時停止し、緊急対策チー

ムを編成した上で、原因究明と地表面に影響を与えない対策を十分に検討する。また、閉塞解除後の地盤状況を確認するために、必要なボーリング調査等を実施する。 
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２.５ 再発防止対策を踏まえた掘進管理 

2.5.1 第 23 回東京外環トンネル施工等検討委員会で確認された再発防止対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削土量の管理へ

掘進継続

掘
進
速
度
等
の
管
理

チ

ャ
ン
バ
ー
内
圧
力
の
管
理

塑
性
流
動
化
の
管
理

掘
進
準
備

切　羽　管　理 掘　削　土　量　の　管　理

監
視

掘
削
土
量
の
管
理

地表面変位（1日1回）
管理値：1.0/1000rad

掘進準備

切羽管理

掘進時のチャンバー内圧力値設定

添加材選定

添加材注入量、配合設定

スクリューコンベヤ回転数減

シールドジャッキ掘進速度増

（スクリュー開度小）

スクリューコンベヤ回転数増

シールドジャッキ掘進速度減

（スクリュー開度大）

掘進速度、シールド負荷上限の設定

掘進速度減

停止中のチャンバー内圧力値確認

掘進時のチャンバー内圧力値設定確認

カッターヘッド

回転

掘進終了（次リングへ）

OK

OK

OK

切
羽
管
理
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

排土量の予測

（掘削土量）

OK

1次管理値超過

1次管理値超過

マシン負荷の確認
OK

2次管理値超過

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討

チャンバー内圧力値の再設定

取り込み過多

（上限値超過）

取り込み不足

（下限値超過）

マシン負荷の確認

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討

チャンバー内圧力値の再設定

OK

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討

地上からの充填注入検討

2次管理値超過

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討

地上からの充填注入検討

1次管理値超過

1次管理値超過

2次管理値超過

切羽管理へフィードバック

上限値オーバー

2次管理値超過

チャンバー内圧力の保持

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討

掘削土量管理

（掘進中）
1次管理値：±7.5%
2次管理値：±15%

掘削土量管理

（終了時）
1次管理値：±7.5%

2次管理値：±15%

： １次管理値超過時の対策

： ２次管理値超過時の対策

（凡例）
NG

（沈下）
NG

（隆起）

OK

排土率管理

（添加材未回収分考慮）

（終了時）
管理値：±7.5%

※排土率が管理値を超過した場合

掘削土重量の変動傾向、チャンバー内圧力勾配から
求められる単位体積重量と排土を突き固めて得られ

る単位体積重量の変化の整合性、チャンバー内圧力

勾配の直線性やカッタートルク、排土性状の変化から
塑性流動性などの施工データを基に確認し、これによ

り取り込み過多または過小の兆候を把握し掘削の継
続を判断する。

取り込み過多※

（上限値超過）
取り込み不足※

（下限値超過）

NG

OK

添加材設定の見直し

・地表面変状の確認・地上の巡回頻度の

増加

・次リングでの掘削土量を注視し必要に

応じてチャンバー内圧力値の再設定

・掘削土砂性状の確認、添加材注入量や

添加材の種類を調整

・裏込め注入率・注入圧注視、必要に応

じて坑内から追加注入

・掘削土量を注視し、必要に応じてチャン

バー内圧力値の再設定

・掘削土砂性状の確認、添加材注入量や

添加材の種類を調整

・裏込め注入率・注入圧注視、必要に応

じて坑内から追加注入

NG
（改善が見られない場合）

OK

OK

NG（改善が見られない場合）

OK

OK

NG
（改善が見られない場合）

NG（改善が見られない場合）

取り込み過多※

（上限値超過）
取り込み不足※

（下限値超過）

OK

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討
OK

掘進の一時停止

→原因の究明・対策検討
OK

掘進開始

OK

NG

※塑性流動性、チャンバー内圧力の保持、推力の管理は同時に実施する

カッター回転試行

推 力

塑性流動性
カッタートルク

ﾐﾆｽﾗﾝﾌﾟ(2回/日)・粒度分布(1回/20ﾘﾝｸﾞ)

チャンバー圧力勾配(傾き・直線性)

手触・目視

OK

OK

OK

NG

高い 低い

＊赤字は陥没事故前に比べ、令和 3 年 3 月の有識者委員会報告書で追加された内容及び変更項目 

＊青字は令和 3 年 3 月の有識者委員会報告書に比べ、追加した内容及び変更項目 
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2.5.2 大泉側本線（南行）シールドトンネル工事での対応状況 

再発防止対策に示す掘進における管理フロー（切羽の安定管理、掘削土量）に基づき、リング毎に各掘進管理項目を監視し、マシンの調整や添加材注入量の調整等を行い、掘進した。 

また、受注者内部の施工状況のモニタリング体制を強化しているとともに、平時からの受発注者間の情報共有体制を構築している。令和４年２月２５日から掘進作業を実施しているが、関係者へ

の日々の掘進状況の定時報告等の情報共有を確実に実施している。緊急時には同様に速やかに情報共有がなされる体制を構築している。 

 シールドマシン前面のカッターが鋼材に接触し 4 月 7 日に掘進を一時停止した事象においては、速やかに状況確認や原因調査のための緊急対応チームを受注者内部に立ち上げるとともに、受発

注者間で情報共有、協議を行いながら一体となって対応を図っている。 
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また、受発注者間合同の安全大会を実施するなど様々な情報共有を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受発注者合同の安全大会（令和４年２月１７日＜掘進作業開始前＞） 受注者の安全大会（令和４年 2 月 24 日＜掘進作業開始前＞） 

受発注者及び他工事受注者合同安全点検（令和４年３月１５日＜掘進作業開始後＞） 
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３.地域の安全・安心を高める取り組みの対応状況 

第 23 回東京外環トンネル施工等委員会における地域の安全・安心を高める取り組みとして以下を確認した。 

 

 

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5
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３.１ 振動・騒音対策 

3.1.1 第 23 回東京外環トンネル施工等委員会で確認された地域の安全・安心を高める取り組み 
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3.1.2 大泉側本線（南行）シールドトンネル工事での対応状況 

（１）振動・騒音の緩和 

シールド掘進に伴う振動・騒音発生時の抑制対策として、以下を準備するなどの対応を実施している。 

・スキンプレートと地山との間に滑剤をいつでも充填できる設備を搭載 

・掘進速度の調整 

・ジャッキ長さの調整 

なお、今回掘進した区間において、シールド掘進に関する振動・騒音のお問い合わせは現在のところ寄せられていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

滑剤作液プラント 

※ 

滑剤注入口 

スキンプレート 
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（２）振動・騒音のモニタリングの強化 

トンネル縦断方向に概ね 100ｍ間隔で振動・騒音測定を実施することとしており、下図に示す箇所で測定を行った。結果については掲示板や HP で公表していく。また、シールドマシン直上付

近の位置で簡易計測器を用いた振動・騒音測定を実施し、電光掲示板で測定値を表示している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ 測定位置 

【振動・騒音測定】 【簡易測定】 

測定位置（測定日：令和 4 年 3 月 16 日） 

測定日 

マシン位置 

● 測定位置 

測定位置（進捗に合わせてシールドマシン直上付近を測定） 

測定状況 

西側 

東側 

直上 

測定状況
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3 月 16 日（水）8：00～20：00 振動・騒音測定結果 

 

 

振動 ：a1 地点（シールドマシン直上付近）では、停止中に比べ掘進中に高い値が確認された。a2 及び a3 地点（事業用地境界付近）では明確な差異は確認されなかった。 

騒音 ：停止中と掘進中で明確な差異は確認されなかった。 

低周波音 ：停止中と掘進中で明確な差異は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

34




